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要 旨 診断エラーは，重要な医療安全問題の一つであり，その要因として診断プロセスにお
いてさまざまな認知バイアスがかかわっていることが指摘されている．救急外来は，

初期臨床研修の場として重要であるが，診断エラーの頻度が高い場所でもある．日本内科学会専
門医部会では，2017年に診断プロセス向上ワーキンググループが発足し，診断プロセスにかかわ
る要因の解析やその回避のための方法を提案している．

国立病院機構熊本医療センターでは，2019年に日本病院総合診療医学会の診断エラーワーキン
ググループ（現　良質な診断ワーキンググループ）のメンバーを迎えて，初期臨床研修医を対象
に診断エラーに関するワークショップを行った．具体的には，診断エラーに関するレクチャーを
聞いた後に，初期臨床研修医が救急外来で遭遇した記憶に残っている診断エラーの症例を持ち
寄って，どのような要因や認知バイアスがかかわっていたのかを話し合う形式である．2020年以
降も総合診療科が主体となって同様のワークショップを継続して開催しており，示唆に富む症例
に関しては，初期臨床研修医が筆頭著者となり，症例報告や論文作成を行っている．

診断エラーに関するワークショップは，日常診療における診断プロセスを共有できるだけでな
く，日々の診療を見直す貴重な機会となる．また，診断プロセスに問題を生じさせる要因に関す
る知識や診断エラーの回避方法を身につける教育プログラムとして有用と考える．
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は じ め に

　診断エラーの要因として診断プロセスにおいてさ
まざまな認知バイアスがかかわっていることが指摘
されている．救急外来は，初期臨床研修医の臨床研
修の場として重要である．しかしながら，救急外来

は診断エラーに遭遇する頻度が高く，訴訟も多い場
所である 1 ）．海外では，2008年に診断エラー会議

（Diagnostic Error in Medicine）が立ち上がり，我
が国においても診断エラーの啓発活動が始まった．
日本内科学会専門医部会では，2017年に「診断プロ
セス向上ワーキンググループ」が発足し，診断プロ
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